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Tour de Taiwan 2020  2.1class
期間：2020年3月1日(日) ~ 3月5日(木)
開催地：台湾
出場チーム16チーム 選手：82人
全５ステージ 総距離：661.3km 出走：83人 完走：82人

今シーズン初戦となるツールド台湾に参戦いたしました。
この季節は台湾は平均気温が20度で天気も安定していました。
日本からはTeamUKYOの他に宇都宮ブリッツェンが、プロコンチネンタルチーム２
チームを含む全16チームが参戦いたしました。
優勝経験のある、プラデス･ベンジャミ、ハッカー･ロビーを始めとする小石祐馬、武
山晃輔、クローム･サムの5人での参戦です。
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第1ステージは台北市内1周約10kmを8周回する平坦のコース。
2.4.6周回終了時にそれぞれホットスポットが設定されています。
2周回に入るまでに、ハッカー･ロビーを含む12人の逃げ集団が形成されました。
タイム差は45秒から30秒でレースが進行していきます。
ホットスポットでハッカーがボーナスタイムを2秒獲得します。
終盤になり先頭集団12人から3選手が先行を図り、ハッカーを含む９選手がメイン
集団に吸収されます。
先行した3選手もラスト1kmで集団に吸収され、集団スプリントへ。
TeamUKYOではプラデス･ベンジャミの19位が最高位。
ボーナスタイムによって翌日のチームカー隊列順位が上がり、補給や無線の効率

を上げる事に成功しました。

第2ステージはこのツアーのクイーンステージです。
ハッカーが2年前にステージ優勝をしている相性の良いステージですが、今回参戦のど
の選手にも可能性のあるコースという事で、このステージに挑みました。
2人の先頭グループを4人の追走グループが追う形でレースが進みます。勝負所は後半
の登り区間なので前半の消耗は避けつつも、プラデスやハッカーの勝負に備え、小石や
武山がアシストします。
前半に形成された6人の逃げは後半の登りで吸収されるとし、後半にフォーカスしレー
スを進めます。

先頭集団は上りに入ると強調が崩れ、ペースの上がるメイン集団に吸収。
登りの勾配があまり無く、他チーム有力選手もアタックを試みたものの、スピードの上
がる集団に次々と吸収されで最後は45人ほどの集団から抜け出した3選手のスプリントに
なりました。
ハッカーの12位、プラデスの13位でステージを終えました。
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第3ステージはスタートして激しいアタック合戦が続くも、40kmほど逃げが決まらず
その後4人の先頭集団をプラデスを含む6人が追走する展開になりました。
88.4kmに設定されている1級山岳を通過後、下りで4人の先頭集団に追走集団が合流し
合計10人の先頭集団になります。
メイン集団のペースも上がり、先頭集団から3人脱落しプラデスを含7人で2級山岳を
通過、その後プラデスは逃げ切りが難しいと判断しメイン集団へ戻りました。
最終的に残り2kmで先頭集団はメイン集団に吸収されゴールスプリント勝負に。
ハッカーロビーの13位でこの日のステージを終えました。
ステージ終了後には今大会唯一の長距離移動で高雄に向かいました。

第4ステージはほとんど登りの無いフラットなステージです。
登りが無いため、途中に設定されている3つのスプリントポイントでのボーナスタイム
が総合成績に重要となります。
その為実際には最初のスプリントポイントがある82km地点直前まで逃げが決まらず
総合優勝経験者が2人いるTeamUKYOは他チームからのマークが厳しい中序盤がら攻撃
を仕掛けていたTeamUKYOはそのご形成された5人の逃げ集団に選手を送り込めません
でした。先頭集団は終盤まで先行します。
終盤で逃げ集団が吸収され、残り10km地点でカウンターアタックを武山が仕掛けるも
吸収、最終的に大集団でのスプリントとなりました。
海岸線を多く走る為海からの風が展開の鍵となり、消耗の多いステージでした。
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第5ステージも目立った登りのない平坦基調のステージでした。
第4ステージと同じくスプリントポイントでのボーナスポイントが総合成績で重要とな
るステージです。
TeamUKYOとしては1秒でも獲得して1位でも順位を上げたい為、序盤から積極的に攻撃
します。
40名が総合成績で1分以内という事もあり、どのチームも同じ思惑の中、3人が40位以内
にいるTeamUKYOは他チームからのマークが厳しく苦戦します。
2人の先行を許すも武山を含む約10人の追走集団が形成され、先頭集団に合流します。
その後先頭集団から武山を含む6名の先行集団が形成されメイン集団から3分ほどのタイ
ム差で逃げます。その後3級山岳への登りで武山がメイン集団に吸収され、2人が先行の
まま終盤まで進みます。
最終的にラスト数kmで逃げは吸収され集団スプリントになりました。

これにてツールド台湾2020が終わりました。
総合結果としてロビー・ハッカーが12位、ベンジャミ・プラデスが21位でした。
チーム総合も4位でした。

桑原GMのコメント：
チームとしてこの初戦は総合優勝争いできると作戦を考えましたが
今年のコース設定が平坦基調で第2ステージでスプリンターに大きく差を付けることが
出来なかったのが負けた要因です。続いて第3ステージでも攻めを試みましたが結果的
に最後は集団スプリントでゴールという事になってしまい、時間差がなくチームとして
苦しい展開になってしまいました。
この結果を踏まえて次のレースに備えていくように頑張ります。
引き続き応援を宜しくお願い致します。
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個人総合成績
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個人総合ポイント賞

個人総合山岳賞
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総合チーム成績
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